
平成３０年度  瑞穂野中学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す生徒像含む） 
【基本目標】人間尊重の精神を基盤に、豊かな心と個性をもち、自主性・創造性を発揮して、たくましく生きる人間を育成する。 
【具体的な生徒像】 
・心身ともに健康で、気力あふれる生徒    ・自ら学び、創造性に富む生徒  
・勤労を尊び、責任感のある生徒       ・思いやりがあり、心豊かな生徒 

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

生徒が互いの個性を認めつつ、学習や行事、部活動などに目的をもって取り組む中で、自分のもつ良さに気づき、将来にわた

って自分を高めようとする生徒を育成する。 
 そのために、教職員は自己に与えられた使命を自覚し、自己研鑽に励み、ひいては保護者や地域から信頼される学校を目指す。 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1)生徒が安心して自分の成長と向き合うことができる公正で温かな学校づくりに努める。 

(2)教職員は自己の使命と責任を自覚するとともに、常に自己研鑽に励み、専門職としての力量を高める。 

(3)多様な生徒の存在を認識しつつ、生徒との人間的な触れ合いを深め、人権感覚を磨きながら生徒理解や指 

導方針に基づく指導を推進する。 

(4)学校課題を明確化し、課題解決に向けて組織的に取り組む。 

(5)生徒の社会的自立を促すために、創意ある教育課程の編成に努める。（キャリア教育の視点） 

○(6)９年間を通して、生きる力をはぐくむ小中一貫教育の最終段階として、学びを広げ深められる環境を整 

 える。 

(7)質の高い教育を目指して、学校業務の明確化、効率化や時間を意識した働き方を推進する。（教職員の働き 

方に関する視点） 

 

 

 

４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【学校運営】 

・全職員が取り組むべき学校の課題を共通認識し、課題解決のために組織的に対処する。 

・業務改善を進め、生徒と向き合う時間の確保を目指す。 

・学力を高めるためのカリキュラム・マネジメントを行っていく。 

【学習指導】 

○論理的に考え、思考を深めあう学習活動の推進 

○自主学習（家庭学習）習慣の定着を目指した指導の実践 

○つまずきに気づき、克服させる振り返り活動を取り入れた学習指導の実践 

・学校課題に即した研究授業の実践（含 ミニ研究授業） 

・各種調査等の分析をもとにした課題を組織的に解決するＰＤＣＡサイクルの確立 

【心豊かな生徒の育成と道徳的実践力の向上】 

・道徳の教科化に向けた指導法の研究 

○学校園の重点目標に沿った小中９年間を見通した系統的で重点的な指導 

・指導資料の改善と指導資料の累積 

【児童生徒指導】 

・いじめがおきない、不登校を出さない指導の展開、保護者への学校の取組の周知 

・校内対策会議等を活かした、組織的で迅速かつ継続的な対応 

・ＳＣ、関係諸機関との連携    

・規範意識の育成と基本的な生活習慣の確立 

・全ての生徒が自己肯定感の持てる学校づくりの推進 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

・定期健康診断・元気っ子健康体力チェック等の結果の有効活用 

[瑞穂野地域学校園教育ビジョン] ９年間の連続した学びの中で「生きる力」を育てる小中一貫教育 



・健康教育・食育を通した望ましい生活習慣の確立 

・体力向上を目指した部活動の推進 

・交通安全指導の徹底 

 
５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である。 

【数値指標】 

◎生徒の肯定的回答 90％以上 

・生徒にとって居がいのある学校づ

くりを目指し、より魅力的な教育活

動の推進に努める。 
・朝会等において各種委員会の活動

を発表し、自治的な・自立的な雰囲気

を醸成する。 
・学級経営や教育相談を充実させ、心

の通じ合う「居がい」のある活気に満

ちた学校づくりを推進する。 

Ｂ 

【達成状況】 
・生徒の肯定的回答は 93.1%であり、数値目標

に達した。生徒が各種活動に意欲的に取り組

むことができていた。 
【次年度の方針】 
・学校行事や生徒会活動等において、生徒が考

える場と時間を十分にとり、自主的・自立的な

活動を推進することで、生徒一人一人が達成

感や自己肯定感を得られるようにする。 

Ａ２ 教職員は，組織の一員と

して熱心に教育に当たっ

ている。 

【数値指標】 

◎保護者の肯定的回 85％以上 

・教職員の情報交換や連携を密にし、

些細な問題に対しても共通理解の

下、迅速かつ誠実に対応するよう心

がける。 
・どの生徒にも活躍の場を設定し、生

徒のよいところを認め、褒めること

で自尊感情を育む教育の一層の推進

を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 
・保護者の肯定的回答は 87.4%であり、数値目

標に達した。前年度より 13.9 ポイント上回っ

た昨年度を更に上回った。 

【次年度の方針】 
・生徒に関する情報交換を密にすることで、一

人一人の良さを教職員が共有し、個に応じた

指導を組織的に行う。 

Ａ３ 生徒は，授業と生活のき

まりやマナーを守り，秩序

があり安全な学校生活を

している。 

【数値指標】 

◎教職員・生徒の肯定的回答 

 85％以上 

・教職員が率先垂範の姿勢で行動す

るとともに、生徒会を中心とした取

組により、意識の向上を図り、生徒の

主体的な活動を促していく。 
・生徒自ら進んで考え判断し行動で

きる資質を身に付ける場と機会の設

定に努める。 
・「学習のきまり」の指導を、教職員

が共通実践するとともに、授業を工

夫・改善することで、生徒が日々の授

業に真剣に取り組めるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、教職員が 96.3%、生徒が 85.4%

で共に数値目標に達した。特に教職員は、昨年

度より 10.6 ポイント上回った。 
【次年度の方針】 
・生徒会を中心とした取組をより積極的に推

進し、生徒自らが学校生活を見直す中で、問題

点や課題を見出し、改善していける主体的な

活動を支援する。 
・学習の決まりを守る受動的な学習態度から、

より高い質の授業を目指す意欲的な学習態度

を目指し、目指す授業の在り方について教職

員と生徒が共有できるようにする。 

Ａ４ 教職員は，分かる授業や

生徒にきめ細やかな指導

を行い，学力向上を図って

いる。 

【数値指標】 

◎生徒・保護者の肯定的回答 

 80％以上 

・生徒にとってより分かる授業を目

指し、教員の授業向上の取組を充実

させる。一人一授業をさらに推進し、

教員相互が授業を見合う取組を一層

充実させる。 
・いつでも質問できる雰囲気づくり

に努め、個に応じた学習指導を行う。 
・家庭学習やドリル学習などの指導

を通じて、基礎学力を定着させる。 

Ａ 

【達成状況】 
・生徒の肯定的回答は 91.0%であり数値目標に

達した。保護者は前年度より 10.4 ポイント上

回った昨年度を更に上回る 76.1%であったが、

数値目標には達しなかった。 
【次年度の方針】 
・少人数指導や TT の指導の工夫により、基礎

基本の定着を図ることや、授業のねらいの提

示や振り返りにより、分かる授業を目指した

授業改善に取り組む。 

・個々の学力の状況に応じた学習方法や課題

について、適切な支援を行うことができるよ

うに、授業以外の場でも質問等ができる環境

づくりに努める。 



Ａ５ 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを

指導している。 

【数値指標】 

◎生徒の肯定的回答 95％以上 

・瑞穂野中学校いじめ防止基本方針

をもとに、全校体制でいじめ撲滅、防

止の指導を徹底する。 
・いじめ０強調月間や人権週間の取

組をさらに充実させ、学校公開に合

わせて実施するなど、学校の取組を

広く周知する。 

Ｂ 

【達成状況】 
・生徒の肯定的回答は 96.5%であり、数値目標

に達した。保護者は昨年度を 15.5 ポイント以

上上回った。 
【次年度の方針】 
・いじめ０強調月間・人権週間と、教育相談・

アンケート調査・特別の教科道徳・学級活動・

生徒会活動・学校行事等のユニット化を明確

に打ち出し、学校の取組を広く周知する。 

Ａ６ 日課，授業，学校行事な

どの教育課程は，適切に実

施されている 

【数値指標】 

◎教職員の肯定的回 95％以上 

・目標を明確にした教育活動の推進

に努めるとともに、自己評価や生徒

の相互評価などを活用し、より効果

的な運営を行う。 
・事後アンケートを実施し、成果と課

題を明確にし、次年度に生かせるよ

うにする。 

Ｂ 

【達成状況】 
・教職員の肯定的回答は 96.3%であり、数値目

標に達した。事後アンケートをもとに、来年度

の教育課程を編成できた。 
【次年度の方針】 
・新しい校務システムの効果的活用により、日

課・授業・学校行事などの共通理解と実践を行

い、反省をフィードバックできるシステムを

確立する。 

Ａ７ 学校の公開や情報の積

極的な発信・提供が行われ

ている。 

【数値指標】 

◎保護者・地域住民の肯定的回 

 答 90％以上 

・各種だより、学校ホームページ、メ

ール配信システムなどを活用し、学

校情報を積極的に発信する。 
・オープンスクールや学校行事等を

通し、保護者や地域住民に積極的に

学校生活の様子を公開する。 
Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、保護者が 91.5%、地域住民が

100%であり、共に数値目標に達した。 
【次年度の方針】 
・各種たよりの発行やホームページの更新、保

護者会での説明内容を工夫し、積極的に学校

情報を発信する。 
・地域住民や保護者が気軽に学校に足を運べ

る学校公開について工夫する。 

Ａ８ 学校と家庭・地域・企業

等との連携・協力を図った

学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】 

◎保護者・地域住民の肯定的回 

 答 90％以上 

・魅力ある学校づくり協議会を活性

化させ、学校をより開かれた場所に

するとともに、地域の教育力を取り

込んでいく。 
・地域学校園での取組を一層充実さ

せていくとともに、魅力ある学校づ

くり地域協議会との連携・協力のも

と、学校支援ボランティアの充実を

図る。 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、保護者が 91.5%、地域住民が

94.1%であり、共に数値目標に達した。 

【次年度の方針】 
・地域・企業との連携により、出前講座や学校

支援ボランティアを積極的に受け入れ、充実

した教育活動の推進に努める。 
・各種の学校教育支援を利用し、特色ある学校

づくりに進める。 

Ａ９ 校内は，学習にふさわし

い環境となっている。 

【数値指標】 

◎生徒の肯定的回答 90％以上 

・学校緑化に力を入れ、生徒が主体的

に進める潤いのある環境づくりに努

める。 
・生徒の学習につながる廊下や教室

の掲示を行い、よりよい学習環境を

創出する。 Ｂ 

【達成状況】 

・生徒の肯定的回答は 91.7%であり、数値目標

に達した。芝桜やウッドチップによる学校緑

化や掲示板の増設により、潤いのある環境を

創出できた。 
【次年度の方針】 
・引き続き学校緑化に力を入れ、生徒自らが 
潤いのある環境を創造していける花壇や庭園

造りを進める。 
・掲示板等を効果的活用し、学校生活の様子が

教職員・生徒・来校者に分かりやすくする。 

Ａ10 学校は，「小中一貫教育・

地域学校園」の取組を行っ

ている。 

【数値指標】 

◎保護者・地域住民の肯定的回 

 答 90％以上 

〇小中９か年間を通した基礎的な言

語能力の育成や心の教育を継続的・

系統的に行う。 
〇小中９か年間を通した基礎的な言

語能力の育成や心の教育を継続的・

系統的に行う。 Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、保護者が 93.6%、地域住民が

100%であり、共に数値目標に達した。 
【次年度の方針】 
・小中一貫教育での中学校の取組や、地域学校

園全体での取組を生徒にも分かりやすく周知

し、生徒一人一人が取組の担い手となれるよ

うにする。 
・地域学校園の課題であるが学力向上への取

組を、目に見える形で示していく。 



Ａ11 多様な専門性を有する

学校スタッフの活用によ

り，教員の業務が縮減され

ている。 

【数値指標】 

◎教職員の肯定的回 80％以上 

・教職員の働き方について、常に振り

返る機会を設け、教職員の総合力を

高めていけるようにする。 
・教員の業務を、本来的な業務になる

べく集中できるように見直し、その

中に、専門スタッフ、地域人材等が連

携・分担する業務を位置づける。 

Ａ 

【達成状況】 
・教職員の肯定的回答は 63.0%であり、数値目

標に達しなかった。 
【次年度の方針】 
・多様な職種の職員が、学校業務の大きな担い

手となっていることを、具体的に実感できる

よう業務内容を明確にする。 
・全教職員で業務を遂行するため、分掌にとら

われないマルチタスクを心がける。 

Ａ12 教員は多様な専門性を

有する学校スタッフと円

滑なコミュニケーション

が図れている。 

【数値指標】 

◎教職員の肯定的回 90％以上 

 

・職種の違いを超えて、互いによりよ

い学校づくりや生徒の良さについて

情報交換できる場と環境づくりを行

う。 
・体育祭や文化祭等の学校行事にお

いて、教職員が一体感をもてる取組

を積極的に行う。 

Ｂ 

【達成状況】 
・教職員の肯定的回答は 92.6%であり、数値目

標に達した。生徒のより良い成長を願うとい

う想いを共有し、実践できていた。 
【次年度の方針】 
・互いの良さを認め合うことで、学校の中で果

たしている役割を意識させ、互いに尊敬し合

える雰囲気づくりを心がける。 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ13生徒は，進んであいさ

つをしている。 

【数値指標】 

◎生徒・保護者の肯定的回 

 答 85%以上 

〇生徒会あいさつ運動をさらに発展

させ、部活単位のあいさつ運動を推

進する。 

○校内や地域学校園のあいさつ運動

を充実させるため、地域協議会やＰ

ＴＡとの連携をより進めたあいさつ

運動の推進し、生徒があいさつしや

すい環境をつくるとともに、あいさ

つの習慣化を図る。 

Ａ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、生徒が 96.2%で数値目標に達

したが、保護者は 77.4%で昨年度を 5.9 ポイン

ト下回った。 
【次年度の方針】 
・今年度より実施している部活動ごとのあい

さつ運動やふくまち委員会との共催でのあい

さつ運動を深化させ、地域や保護者の方への

あいさつの習慣化を図る。 

Ａ14 生徒は，正しい言葉

づかいをしている。 

【数値指標】 

◎生徒・保護者の肯定的回 

 答 85%以上 

・生徒間の日常的な言動にも注意を

向け、時と場に応じた言葉遣いや敬

語の指導を心掛けるとともに、家庭

や社会生活での言葉遣いについて

も、意識して生活できるよう指導し

ていく。 

・人権感覚を高める指導を継続して

行い、朝会や集会、学級活動等で生徒

への啓発を行う。 

Ａ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、生徒が 91.0%で数値目標に達

したが、保護者は 83.9%で昨年度を下回り数値

目標に達しなかった。 
【次年度の方針】 
・授業や休み時間等、学校生活の中での言葉遣

いに気を配り、適切な言葉遣いについての継

続的指導を、全校体制で取り組む。 
・各種たよりやホームページの中に、言葉遣い

についての話題を取り上げることで、家庭と

連携した指導ができるようにする。 

Ｂ1 学校はいじめのない 

明るく楽しい雰囲気づ

くり、人間関係づくりに

努め ている。 

【数値指標】 

◎生徒・保護者の肯定的回

答 85％以上 

・「学校いじめ防止基本方針」の改定

を受け、いじめ対策を更に強化し、学

校のホームペー ジ、学校だより、保

護者会等で積極的に周知・説明して

いく。 

・生徒会が中心となって「いじめ撲滅 

キャンペーン」を展開する。 
Ａ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、生徒が 93.4%で数値目標に達

したが、保護者は 82.0%で昨年度を上回ったも

のの数値目標に達しなかった。 
【次年度の方針】 
・生徒会を中心とした「いじめ撲滅キャンペー

ン」の更なる強化と、学校全体での取組との連

携を強め、取組の周知・説明を丁寧に行うこと

を継続する。 
・未然防止、早期発見・早期対応ができるよう

に、教育相談の技能（カウンセリング）を向上

させていく。 



健

康

・

体

力 

Ａ15 生徒は，進んで運動

する習慣を身に付け

ている。 

【数値指標】 

◎生徒・保護者の肯定的回

答 85％以上 

・教科体育において、正しい運動の技

能を身に付けさせるとともに、運動

の楽しさや喜びを味わわせる。 

・学校行事や部活動で積極的に運動

にかかわらせ、生涯にわたり継続し

てスポーツに親しむ素地づくりに努

める。 
Ｂ 

【【達成状況】 
・肯定的回答は、生徒が昨年度を 5.8 ポイント

下回る 79.5%、保護者が 79.8%であり、共に数

値目標に達しなかった。 
【次年度の方針】 
・昼休みを利用した学級の共遊の時間等を活

用し運動に親しむことで、運動の楽しさや喜

びを味わわせる。 
・教科体育の中で、技能を身に着けさせるだけ

でなく、運動することの意味や効果等につい

ても理解できるようにする。 
 

Ａ16 生徒は，栄養のバラ

ンスを考えて食事を

している。 

【数値指標】 

◎教職員・生徒の肯定的回 

 答 85％以上 

・食育だより、保健や家庭科の学習を

通した栄養指導、生活習慣の指導に

より、自分の食生活を見直し改善し

ていける生徒を育てる。  

・地域学校園で取り組む「みずほの献

立」「学校園食育だより」「一口メモ」

「お弁当の日」等を今後も継続し、食

への関心を高めていく。 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、教職員が昨年度を 7.0 ポイン

ト上回る 96.3%で数値目標に達したが、生徒は

84.4%で数値目標に達しなかった。 
【次年度の方針】 
・生徒会の各専門委員会活動との関連性を活

かし、給食委員会、図書委員会・保健委員会・

体育委員会等が協力した給食指導を行う。 

 

学 

 

習 

 

等 

Ａ17 生徒は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

◎教職員・生徒の肯定的回 

 答 85％以上 

○生徒が意欲的に授業に取り組める

授業改善を行い、学び合いによりグ

ループ内での発表力を高め、学級全

体での発表力向上につなげる。  

○校内研修会や自主的な研修を通じ

て、つまずきに気づき、克服させる振

り返り活動を研究し、よりよい授業

のあり方につていて共通実践を図

る。 

Ａ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、教職員が昨年度を 17.7 ポイ

ント上回る 96.3%、生徒が 6.3 ポイント上回る 
92.0%で、共に数値目標に達した。 

【次年度の方針】 
・引き続き授業改善への取組を進め、ねらいの

提示・学び合い・振り返りという授業の流れを

生徒にも強く意識させ、毎時間意欲的に授業

に取り組む素地を作る。 

Ａ18 生徒は，落ち着いて

学習に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

◎教職員・生徒の肯定的回 

 答 85％以上 

・落ち着いて学習に取り組めるよう、 

黒板周囲の掲示物の整理など特別支 

援教育的な配慮をした教育環境の整 

備に努める。 

・学習の約束を守り、落ち着いて学習

に取り組ませるとともに、学習のね

らいの提示と振り返りを毎時間行

い、学習指導の充実を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、教職員が 96.3%で数値目標に

達したが、生徒は 83.3%で数値目標に達しなか

った。 
【次年度の方針】 
・教室の前面、側面、背面それぞれの掲示物を、

目的にそった形で整理し、学習に集中できる

環境整備に努める。 
・特別教室等には、学習内容に応じた掲示を行

ったり、図書室や廊下等にも学習に関連づけ

た掲示を行ったりする。 

Ａ19 生徒は，地域でのボ

ランティア活動や行

事に参加している。 

【数値指標】 

◎生徒・地域住民の肯定的 

回答 85％以上 

・地域の方々及びボランティアの

方々とともに活動することを通し

て、生徒の意識を地域や社会に向け

させた広い視野を育てる。 

・生徒会が主体となった活動の内容

を精選し、より焦点化が図れるよう

活動の工夫を行う。  

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、教職員が 88.9%で数値目標に

達したが、生徒は 82.2%で数値目標に達しなか

った。 
【次年度の方針】 
・生徒が参加している各種ボランティア活動

を、校内外に広く周知することで、参加しなか

った生徒、保護者・地域住民からも認められる

機会を作る。 

Ｂ2 生徒は自主学習ノー 

トに前向きに取り組ん

でいる。  

【数値指標】 

◎教職員・生徒の肯定的回 

 答 90％以上 

○素晴らしい取組をしている自主学

習ノートを積極的に紹介し、よりよ

い家庭学習の進め方や方法を広く周

知する。 

○生徒会の学芸委員会を通して、優

秀な取組を紹介・表彰することで生

徒の意欲を高める。 

Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、教職員が 88.0%、生徒が 89.6%

であり、共に数値目標に達しなかった。 
【次年度の方針】 
・自主学習への取組は定着していることから、

より質の高い家庭学習にしていくために、具

体的な素晴らしい取組を数多く紹介する場を

設ける。 



Ｂ3 生徒は朝の読書にま

じめに取り組んでいる。 

 【数値指標】 

◎教職員・生徒の肯定的回 

 答 95％以上 

・生徒が主体的に読書に取り組める 

環境整備に努めるとともに、読書活 

動の支援のあり方を検討する。 

・学校図書館の読書活動支援におけ  

る、読書センターとしての機能を充 

実させる。 
Ｂ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、教職員が 100%、生徒が 96.9%

であり、共に数値目標に達した。 

【次年度の方針】 
・学習内容や学校行事に合わせたブックトー

クや図書だより、図書紹介コーナーを更に充

実させていく。 
・各教科学習と図書館教育と連携を意識した

取組を今後も継続・充実させていくことで、幅

広い読書ができるようにする。 
本

校

の

特

色

・

課

題 
等 

Ｂ4 教職員は、地域のよさを 

自覚し、郷土への親近感がも

てる生徒を育成している。 

→地域の行事への生徒の参

加等を支援し、地域の方々と

のふれあいを通して、そのよ

さを自覚し、郷土を愛する心

情を育てている。 

 【数値指標】 

◎保護者の肯定的回 85％以上 

・地域との関わりの中で、地域行事へ

の積極的な参加を促し、地域貢献で

きる生徒の育成に努める。年間を通

したボランティア募集の予定の提示

をもとに、計画的に参加できるよう

にする。  

・ＰＴＡや地域行事への生徒の積極 

的な参加を促し、瑞穂野のよさを再 

認識させる。 

Ａ 

【達成状況】 
・肯定的回答は、81.0%で数値目標に達しなか

った。 
【次年度の方針】 
・地域行事への生徒の参加を促すとともに、そ

の活動の様子を積極的に周知することで、教

職員・生徒に地域のよさに目を向けさせ機会

をつくりだす。 
 

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
・昨年度と比較して肯定的回答割合が、教職員、保護者、生徒、地域住民ともに、７割以上の項目で増えている。特に昨年

度 80%未満だった「A４－分かりやすい授業」「Ａ５－いじめ対策」「Ａ７－小通一貫」「Ａ16－栄養のバランス」「Ａ17－積極

的な学習」の項目が、今年度全て上回ったことから、一定の成果が出たと思われる。 

・保護者評価が昨年度に引き続き改善した。特に、「Ａ５－いじめ対策」は、昨年度に引き続き 10 ポイント以上改善した。

いじめ０強調月間や人権週間の取組を充実させ、学校公開に合わせて実施するなど、学校の取組を広く周知してきたこと

で、学校のいじめ対策が好意的に受け入れられたと言える。 

・今年度より評価項目（教職員評価のみ）に加わった、「Ａ11－多様な専門性を有する学校スタッフの活用による業務の縮

減」「Ａ12－多様な専門性を有する学校スタッフとのコミュニケーション」については、業務の縮減が 63.0%であったのに対

して、コミュニケーションが 92.6%と高評価であった。コミュニケーションが良好なことから、今後業務の縮減につながって

いくものと考えられる。 

〇「Ａ10－小中一貫教育」については、教職員評価が 96.3%、保護者評価が 93.6%、地域住民評価が 100%なのに対して、生徒

評価が 70.5%と、20 ポイント以上低くなっている。小中一貫教育は本来生徒のためのものであることを考えると、具体的な

対策を講じていくことが必要である。 

・地域住民評価は、昨年度より５ポイント以上下回ったのが４項目、10 ポイント以上下回ったのが１項目あったのに対し

て、５ポイント以上上回ったのが２項目と、全体として昨年度より評価が下がっている。評価者数が増えたことにより単純

な比較はできないが、要因の分析を今後慎重に行っていくことが必要である。 

 
６ 学校関係者評価 

・今後生徒数が増加していくことから、自転車置き場を増設していくことが必要であろう。 
・いじめ対策と関連して虐待についても学校として対応していくことが必要である。しかし、学校だけで抱え込まないで、

関係機関と連絡を密にして情報を共有するとともに、協力して対応していくことが大切である。 
・地域住民評価については考える必要がある。学校へ足を運ぶ機会が少ないことや、評価者数が少ないことなどを考える

と、一番信頼できるのは生徒評価なのではないか。生徒評価は高いことから、地域住民評価についてはあまり気にする必要

がない。 
・学校評価では見えないものもある。教育は生徒のためにやるということを忘れずに取り組んでほしい。 

 
 
 
 
 



７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・いじめ対策について、保護者評価は２年続けて 10 ポイント以上改善されたが、教職員・生徒・地域住民評価に比べて大き

く下回っている。これまでの取組を引き続き進めていくとともに、総合的な対策に力を入れていきたい。 

・生徒の時と場に応じたあいさつや言葉遣いの評価が下がっていることから、学校教育活動の全ての場面において、あいさ

つと言葉遣いについて指導するとともに、家庭や地域と協力した取組に力を入れていきたい。 

・「Ａ17－進んで学習に取り組んでいる」「Ａ18－落ち着いて学習に取り組んでいる」はともに評価が高いが、学力向上につ

ながっていない現状があることから、これまで以上に授業力の向上を図るための研修に力を入れていきたい。 

・学校の取組を周知することで評価が高まっていることから、これまで以上に広報活動に力を入れていきたい。 

・今年度地域住民の評価者をより数多くするために、学校と関わる機会がある民生委員にも評価してもらったが、地域住民

が学校へ足を運べる機会を増やすことで、学校教育の現状を理解して評価して頂けるように工夫していくことが必要であ

る。 

 


